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平成２７年度工業標準化事業表彰 
内閣総理大臣表彰受賞者 

 

 

野間口 有（のまくち たもつ） 

 三菱電機株式会社 相談役 

 

 

【略歴】 

1965 年 三菱電機株式会社入社 

1997 年 三菱電機株式会社 常務取締役 開発本部長 

2001 年 三菱電機株式会社 代表取締役 専務取締役 

2002 年 三菱電機株式会社 代表取締役 取締役社長 

（2003 年 代表執行役 執行役社長 取締役） 

2003 年 内閣知的財産戦略本部 本部員 

2006 年 三菱電機株式会社 取締役会長 

2007 年 日本知的財産協会 会長 

2009 年 日本工業標準調査会 会長 

      独立行政法人（現 国立研究開発法人）産業技術総合研究所 理事長 

（2013 年～ 最高顧問） 

2013 年 三菱電機株式会社 相談役 

 

 

【主な功績】 

１．内閣知的財産戦略本部にて、2003 年の第 1 回会合以降、国際標準化の重要性を説き、「国際

標準総合戦略」の策定をはじめとして、「国際標準化の推進」を日本の重要施策である「知的

財産推進計画」の主要な柱に位置付ける原動力として尽力。 

２．2009 年以降、日本工業標準調査会の会長として、日本の国際標準化活動の陣頭指揮をとり、

国際標準化機関の日本人会長･副会長の就任や日本人国際幹事数の増大を実現するととも

に、IEC（国際電気標準会議）の適合性評価評議会での日本の常任委員化を実現するなど国

際標準化活動における日本の地位向上に大きく貢献。国内においても、国際標準化アクション

プランの策定やその実行、標準化官民戦略会議の活動を通じて、日本の国際標準化活動の

更なる推進を牽引。 

３．2014年には、IEC大会の日本開催（IEC東京大会）を 15年ぶりに実現。国内外約 2,600名の参

加者を得て、シンポジウム、展示会、テクニカルビジット等の従来にない取組みにより日本の技

術力と国際標準化活動への取組みを世界に強くアピールし、日本のプレゼンスを向上させるな

ど、IEC 東京大会組織委員会委員長として IEC 東京大会を成功裏に開催させた功績。 

 

 

【受賞等】 

2015 年 「知財功労賞」経済産業大臣表彰 知的財産権制度関係功労者表彰 

 

[敬称略] 
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平成２７年度工業標準化事業表彰経済産業大臣表彰受賞者 

個人 

NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

１ 
青木 E

あおき

A AE正己 E

まさみ

 

 

一般社団法人日本

ゴム工業会 ＩＳ

Ｏ／ＴＣ４５国内

審議委員会 事務

局長 

ＩＳＯ／ＴＣ４５（ゴム及びゴム製品）／ＳＣ２

（試験及び分析）の国際幹事に日本として初めて

就任。数多くの改革を大胆に進めると共に他のＳ

Ｃとの連携した改革や他のＴＣとの連携強化を進

め、“よりシンプルで使い易い規格をより速く生み

出す事を実現”し、Ｅｉｃｈｅｒ賞を受賞。国際

幹事国としての日本の信頼を大きく高めつつ１５

件の日本提案を含め５８件の国際規格を発行。Ｔ

Ｃ４５国内審議委員会の事務局長を兼務、日本の

将来展望に基づくテーマを掘り起し、１９件のＪ

ＩＳ発行と１３件の日本主導の国際規格発行など

国際標準化へ多大な貢献。 

 

２ 
AE赤松 E

あかまつ

A AE幹之 E

もとゆき

 
国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 情報・人間工

学領域自動車ヒュ

ーマンファクター

研究センター 首

席研究員 

ＩＳＯ／ＴＣ２２（自動車）／ＳＣ１３（人間工

学）／ＷＧ８（ＩＴＳ機器のヒューマンインタフ

ェース）において警報情報の統合の共同議長（コ

ンビナ）を９年務め、標準策定を主導、新技術の

普及に貢献。日本工業標準調査会標準部会消費生

活技術専門委員会臨時委員を９年務め、人間工学

専門家の立場から、多くの人にとってわかりやす

く使いやすいものとなるように、数多くのＪＩＳ

策定に貢献。また、各種標準化研究を統括し、ア

クセシブルデザイン（高齢者・障害者対応）規格

や映像の生体安全性に係る数々のＩＳＯ規格発行

に尽力。 

 

３ 
AE浅井 E

あさい

A AE光太郎 E

こうたろう

 
三菱電機株式会社 

コミュニケーショ

ン・ネットワーク

製作所 主管技師

長 

映像符号化に係る国際及び国内の委員会に参加

し、技術提案を行って規格策定に貢献するととも

に、国内委員会幹事、日本代表団長などを務め、

国内の意見集約及び運営に尽力。また、２００６

年以降、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ ＳＣ２９（音

声、画像、マルチメディア、ハイパーメディア情

報符号化）の国際議長として標準化を牽引すると

ともに効率的な運営、日本のプレゼンス向上に尽

力。自ら技術提案を行った標準及び議長として担

当した標準は世界の映像音響機器やサービスに活

用されており、市場・産業の興隆へ多大な貢献。 
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NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

４ 
AE飯山 E

いいやま

A AE明裕 E

あきひろ

 
国立大学法人山梨

大学 燃料電池ナ

ノ材料研究センタ

ー センター長 

教授 

ＩＥＣ／ＴＣ２１（蓄電池）／ＪＷＧ６９ Ｌi（自

動車用リチウム電池）議長として、強力なリーダ

ーシップと公正かつ的確な判断により、自動車用

電池分野における国際標準化を日本主導で推進

し、日本の電池・自動車業界にとって有利な国際

標準の実現と、市場における不利益の回避に大き

く貢献した。また、ＩＳＯにおける関連規格審議

に参画し、電池システム全体の標準試験適正化に

貢献。 

 

５ 
AE伊藤 E

いとう

A AE弘基 E

ひろき

 
三菱電機株式会社 

電力・産業システ

ム事業本部 技師

長 

送変電に関する技術的課題を討議する代表的国際

機関であるＣＩＧＲＥ（国際大電力システム会議）

における技術報告書の取りまとめに日本代表委員

として参画し、その知見を基にＩＥＣ／ＴＣ１７

（高圧開閉装置及び制御装置）に参画。遮断器の

試験規格及び制御規格の規格策定を主導し、その

技術レベルの適正化に尽力。また、超高電圧の国

際標準化においても、ＣＩＧＲＥのＷＧ主査とし

て１８か国との議論を踏まえた技術報告書を取り

まとめ、その技術報告書はＩＥＣ／ＴＣ１７にお

いて活用され、関連規格の改正に大きく貢献。 

 

６ 
AE氏田 E

うじた

A AE良太 E

りょうた

 
パナソニック株式

会社 環境・品質

センター 安全・

品質部 主幹 

ＩＥＣ／ＴＣ６１（家庭用電気機器の安全性）の

日本代表を７年務め、ＩＥＣ６０３３５（家電の

安全）の改正に対応し、日本の規格改正提案９件

作成と日本の製品に不利益な提案３９件の意見調

整を主導。特に、インバータエアコン、温水洗浄

便座など、日本に強みのある製品の安全要求事項

の適正化等により海外市場の確保に大きく貢献。

また、ＩＥＣ／ＴＣ６１／ＷＧ２９（天井扇懸垂

器）の日本代表委員として、落下事故が頻発して

いた天井扇の落下防止の国際規格制定に積極的に

取り組み、マレーシアと連携し原案作成を主導す

るなど、国際標準化活動に多大な貢献。 

 

７ 

 AE大蒔 E

おおまき

A AE和仁 E

かずひと

 
学校法人東洋大学 

総合情報学部総合

情報学科 教授 

日本工業標準調査会情報技術専門委員会委員長と

して、我が国の情報技術のＪＩＳ化に貢献。また

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１国内技術委員会の委員

長を務め、多岐にわたる技術の国内意見の集約を

図るとともに、ＪＴＣ１の年次総会では、日本代

表団長を務め日本の意見の反映に尽力。また、Ｊ

ＴＣ１／ＳＣ２（符号化文字集合）国内専門委員

会などの複数の委員会の委員長を務め、文字コー

ドの標準化を推進。 
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NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

８ 

 AE金田 E

かなだ

A AE徹 E

とおる

 
学校法人関東学院

関東学院大学 理

工学部理工学科 

教授 

産業全般に関わる共通基盤的な製図、製品の幾何

特性分野において、国内外の標準化活動に大きく

貢献。特に、日本が優位に立つ３Ｄデジタル技術

及びそれを適用した製図方法の標準化を他国に先

んじて取り組み、国際標準化活動を牽引。ＩＳＯ

／ＴＣ１０（製品技術文書情報）、ＴＣ２１３（製

品の寸法・形状の仕様及び評価）の日本代表とし

て積極的な活動を推進。エキスパート、コンビナ

として広く活躍するとともに、３Ｄ－ＣＡＤを活

用した３Ｄ製図の関連規格の国際標準化に向けプ

ロジェクトリーダーとして主導。 

 

９ 

 AE児山 E

こやま

A AE啓一 E

けいいち

 
株式会社アイ・デ

ザイン 代表取締

役 

ＩＳＯ／ＴＣ１４５（図記号）／ＳＣ１（案内図

記号）の国内委員会の主査を務めるほか、ＪＩＳ 

Ｚ ８２１０（案内用図記号）等にエキスパート

として関与し、国内外の図記号・絵記号の標準化

に貢献してきたほか、我が国が案内用図記号標準

化の国際的なリーダーシップを確立することにも

尽力。ＴＣ１４５総会の日本招致を働きかけ、２

０１５年には東京開催が実現。また、ＩＳＯ／Ｔ

Ｃ１７３／ＳＣ７／ＷＧ４（アクセシブルデザイ

ン：コミュニケーション支援ボード）のコンビナ

を務め、バリアフリーやユニバーサルデザインに

おける標準化の推進にも貢献。 

 

１０ 
AE須賀 E

すが

A AE茂雄 E

しげお

 
スガ試験機株式会

社 代表取締役社

長 

ＩＳＯ／ＴＣ３５（塗料）、ＴＣ３８（繊維）、Ｔ

Ｃ４２（写真）、ＴＣ６１（プラスチック）、ＴＣ

７９（軽金属）、ＴＣ１０７（めっき）、ＴＣ１５

６（金属）、ＩＥＣ／ＴＣ１０４（環境試験）など、

数多くのＴＣのエキスパート、プロジェクトリー

ダーとして国際規格の策定等に多大な貢献。特に、

我が国が優れた技術及び評価装置を有する耐候・

腐食試験方法の国際標準化において、１００件以

上の国際規格の制定・改正を主導し、我が国の産

業競争力強化に大きく寄与。 

 



－5－ 

 
NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

１１ 
AE田中 E

たなか

A AE裕 E

ひろし

 
公益財団法人鉄道

総合技術研究所 

鉄道国際規格セン

ター センター長 

ＩＳＯ／ＴＣ２６９（鉄道分野）及びＩＥＣ／Ｔ

Ｃ９（鉄道用電気設備とシステム）の国内委員会

委員長や日本代表など数多くの要職を務め、鉄道

に関する国際標準化活動を主導。欧州勢がプレゼ

ンスを発揮している中で、日本発の新規規格提案

（計７件）の採択への貢献や欧州規格を基に発行

されたＩＥＣ規格の改正手続きのルール策定への

貢献、鉄道に関する国際規格の国内外への普及及

び啓発活動への貢献等、我が国の鉄道業界の発展

に多大な功績。 

 

１２ 
AE中村 E

なかむら

A AE一 E

はじめ

 
一般社団法人日本

鉄鋼連盟 標準化

センター事務局 

主査 

ＩＳＯ／ＴＣ１７／ＳＣ９（ぶりき及びぶりき原

板）の国際幹事及びプロジェクトリーダーを務め、

ぶりき製品ＪＩＳの国際整合化に尽力し、国際取

引の円滑化に多大な貢献。また、ＴＣ１７／ＳＣ

１２（連続圧延薄板）日本代表として３４もの国

際規格策定に貢献したほか、日本鉄鋼連盟鋼材規

格検討会の薄板及びめっき分科会主査として、め

っき鋼板ＪＩＳの規格体系化等の困難な調整を主

導。さらに、日本工業標準調査会（金属・無機材

料技術専門委員会）委員、日本規格協会規格調整

分科会専門委員を務める等、工業標準化に対する

貢献は顕著。 

 

１３ 
AE原田 E

はらだ

A AE晃 E

こう

 
地方独立行政法人

東京都立産業技術

研究センター 理

事 

国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 名誉リサーチ

ャー 

ＩＳＯ／ＴＣ１４７／ＳＣ２／ＷＧ６７（海水の

ｐＨ）のコンビナを務め、「海水中のｐＨ高精度測

定法」について日本から提案、規格化を主導する

とともに、同ＳＣのＷＧ５４（海洋中のアルカリ

度測定）においてもコンビナ補佐を務め、ＣＣＳ

技術による海底下地下帯水層への二酸化炭素貯留

による海水への影響について、より高感度のモニ

タリングの実現に貢献。さらに、日本工業標準調

査会（環境・資源循環専門委員会）の臨時委員を

務め、環境分野に資するＪＩＳの制定・改正に関

わり、我が国の環境対策の向上に大きく貢献。 
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NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

１４ 
AE藤本 E

ふじもと

A AE佳夫 E

よしお

 
トヨタ自動車株式

会社 ＦＣ技術・

開発部 グループ

長 

ＩＳＯ／ＴＣ２２（自動車）／ＳＣ２１（電気自

動車、現ＳＣ３７）／ＷＧ２（性能）において、

コンビナとして、ハイブリッド電気自動車の排出

ガス及び燃費試験法（ＩＳＯ２３２７４―１：外

部充電無し。ＩＳＯ２３２７４―２：外部充電有

り）、及び燃料電池自動車の燃費試験法（ＩＳＯ２

３８２８）などの制定を主導。いずれのＩＳＯも

日本の技術を基に、電動車両技術の進化を促すた

めの日本提案を反映させている。これらの規格は、

現在審議中の国連基準（ＧＴＲ）の原案にもなっ

ており、日本の自動車技術を世界に広めることに

大いに貢献した。 

 

１５ 
AE棟近 E

むねちか

A AE雅彦 E

まさひこ

 
学校法人早稲田大

学 理工学術院創

造理工学部経営シ

ステム工学科 教

授 

ＩＳＯ規格として世界中で広く普及しているＩＳ

Ｏ９０００シリーズの規格開発に対し、１９９６

年から今日までＩＳＯ／ＴＣ１７６（品質管理及

び品質保証）の日本代表エキスパートとして活躍。

特に、２０１５年９月に発行されたＩＳＯ９００

０及びＩＳＯ９００１の２０１５年改正版に対

し、我が国の意見を反映させるなど多大な貢献。

ＪＩＳ化などを含め、品質マネジメントシステム

の普及を通して、社会的な信頼や顧客満足の向上、

信頼関係に結ばれた取引環境の醸成などを通し

て、我が国の企業競争力の強化に大きく寄与。 

 

１６ 
AE横山 E

よこやま

A AE明彦 E

あきひこ

 
国立大学法人東京

大学 新領域創成

科学研究科・先端

エネルギー工学専

攻 教授 

日本工業標準調査会標準第二部会部会長として、

ＩｏＴ等システムに関する新たな国際標準化活動

への対応、２０１４年ＩＥＣ東京大会を踏まえた

ＩＥＣ大会の次回日本開催の方針決定等におい

て、多大な貢献。また、スマートグリッド国際標

準化戦略分科会においては、日本工業標準調査会

で初めて電気・電子・情報に跨がる横断的な分野

の分科会長として、標準化推進にも多大な貢献。

さらに、ＩＥＣ／ＴＣ８（電力供給に関わるシス

テムアスペクト）の日本代表として日本の先進的

な電力技術である超高電圧技術の市場拡大に尽

力。 

 



－7－ 

 
NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

１７ 
AE由雄 E

よしお

A AE淳一 E

じゅんいち

 
パイオニア株式会

社 研究開発部 

ＩＥＣ／ＴＣ１００／ＴＡ１１（ＡＶマルチメデ

ィアシステムのクオリティ）の国際議長を長きに

わたり務め、また、多数の国際標準開発のプロジ

ェクトリーダーとして、デジタルオーディオ、ビ

デオ、データ伝送等の国際標準化に貢献。特に、

ＤＶＤを市場導入するために必要なオーディオ信

号を伝える機能の国際標準化に尽力。この規格は、

デジタル放送やＢｌｕ－ｒａｙに利用され、我が

国のみならず世界のＡＶ産業界の発展に多大な貢

献。 

 

１８ 
AE吉川 E

よしかわ

A AE秀隆 E

ひでたか

 
前 日本歯科材料

器械研究協議会 

会長 

ＩＳＯ／ＴＣ１０６（歯科）が作成した国際規格

の多くは日米欧において国内規格化され当該国の 

強制法規にも引用される重要な規格群であるが、

氏は本ＴＣの国内審議団体の会長として、今後市

場の拡大が予想されるＳＣ９（歯科用ＣＡＤ／Ｃ

ＡＭシステム）の我が国からの設立提案、幹事国

引受を主導するなど、歯科分野の国際標準化にお

ける発言力向上に多大な貢献。さらに、自社にお

いて社内の標準化活動を統括し、多数の社員によ

る国際標準化活動への積極参加を推進。 

 

１９ 
AE吉田 E

よしだ

A AE孝一 E

こういち

 
一般社団法人日本

電機工業会 技術

部 担当次長 

風力や太陽光等の再生可能エネルギー関係機器を

システムとして認証する、ＩＥＣ初となるシステ

ム認証制度のＩＥＣＲＥの発足に対し、国内の多

種多様な関係者と調整し、国内審議体制の迅速な

整備に尽力。日本がＩＥＣＲＥの発足に関わり、

その制度設計に深く関与する機会を得る等、再生

可能エネルギーシステムに係る産業の競争力強化

に資する環境整備に貢献。また、日本工業標準調

査会の臨時委員等を長年務め、特に安全に係るＪ

ＩＳの審議に尽力。 

 



－8－ 

 
NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

２０ 
AE吉田 E

よしだ

A AE英人 E

ひでと

 
国立大学法人広島

大学 大学院工学

研究院 教授 

ＩＳＯ／ＴＣ２４（粒子特性評価及びふるい）／

ＳＣ４（粒子特性評価）／ＷＧ２（分級及び沈降

法）、ＷＧ１１（試料調整及び標準粒子）の両ＷＧ

においてコンビナ補佐として国際規格の策定を主

導。液中沈降質量法による粉体の粒子径分布測定

方法をはじめ、日本提案にあたっては牽引役とし

て国際規格への反映に尽力。また、日本提案の基

となるＪＩＳ開発においても原案作成委員長等の

主導的な役割を果たすとともに、広く粒子径等の

測定方法や標準粒子の開発・普及に尽力し、関連

産業の発展に大きく貢献。 

 

［五十音順、敬称略］ 



－9－ 

組織 

NO 組  織  名 主 な 功 績 

１ 公益社団法人消費者関連専門

家会議 

企業における消費者対応部門の体制構築、運営マネジメン

トの指導規格としてのＪＩＳ Ｚ ９９２０（苦情対応の指

針）作成に主体的に関与。規格作成後、規格解説やガイド

ブックを編纂し、消費者と企業の信頼関係を重視する消費

者志向経営を普及。さらに、同規格の国際標準化を目指し、

２００５年にはＩＳＯ１０００２（品質管理―顧客満足―

苦情対応の指針）として国際規格化を実現。消費者と企業

の信頼関係の向上と消費者が安心して購買、消費できる健

全な消費社会の実現に向けた企業活動の促進に大きく寄

与。 

 

２ 

 

大成プラス株式会社 同社が保有するＮＭＴ技術（接着剤を使用することなく樹

脂と金属を強固に接合させる技術）の特性評価試験方法の

国際標準化に尽力。国際標準化の知見がない状態から、ト

ップスタンダード制度を活用して、ＩＳＯ／ＴＣ６１（プ

ラスチック）／ＳＣ１１（製品）に新規作業項目を提案。

海外からの反対意見等にも堅実に対応し、提案承認から２

年で国際規格発行を実現。今後、当該技術の自動車部品へ

の応用など、新たな市場の創造に期待。 

 

［五十音順］ 



－10－ 

平成２７年度国際標準化貢献者表彰（産業技術環境局長表彰）受賞者 

NO 氏   名 所   属 主 な 功 績 

１ 
AE浅田 E

あさだ

A AE泰司 E

やすし

 
－ １９９２年に日本がＪＩＳとＩＳＯの整合化を始

めた際には国内ゴム業界に対してその必要性を力

説し業界の合意を得ると共に、１９９６年に同国

内審議委員会を設立する際の中心的な役割を果た

す。また、２２年間に渡りＩＳＯ／ＴＣ４５（ゴ

ム及びゴム製品）国内審議委員会の主査や委員と

して、ゴム関連のＪＩＳとＩＳＯ分野において標

準化に貢献し多くの規格開発を主導。長きにわた

り、精力的な活動を続け若手の良き模範として活

躍し、日本がＳＣ２の国際幹事国になるに至る礎

を築くなど、日本ゴム産業の国際標準化に果たし

た先駆者としての功績は極めて多大。 

 

２ 
AE石井 E

いしい

A AE一史 E

かずふみ

 
三菱電機株式会社 

パワーデバイス製

作所応用技術部応

用技術第一グルー

プ 専任 

ＩＥＣ／ＴＣ４７／ＳＣ４７Ｅ（個別半導体）／

ＷＧ３（電力用半導体）の国内委員会主査として、

電力用半導体規格群（整流ダイオード、サイリス

タ、絶縁型電力半導体）の改訂に際し、日本提案

を取りまとめ、ＷＧ３のエキスパートとして欧州

勢との調整を行いながら、コンセンサスを得てそ

の規格に対する日本意見の反映に尽力するなど、

国際標準化活動の強化に貢献。 

 

３ 
AE岡本 E

おかもと

A AE正英 E

まさひで

 
株式会社日立製作

所 研究開発グル

ープ生産イノベー

ションセンタ 主

管研究員 

ＩＥＣ／ＴＣ９１（電子実装技術）の国際幹事と

して、３０件以上（うち日本提案１５件）のＩＥ

Ｃ規格を制定するとともに、７件の日本新規提案

をサポートするなど、国際標準化活動推進と我が

国産業界の国際標準化に大いに貢献。また、ＩＥ

Ｃ／ＴＣ９１／ＷＧ２（実装プロセス）のエキス

パートとして、日本にとって極めて不利な「部品、

基板、実装済み基板に関するマーキング、ラベリ

ング」規格案ＩＥＣ ６２５８８の規格化阻止に中

心的な役割を果たした。 

 



－11－ 

 
NO 氏   名 所   属 主 な 功 績 

４ 
AE小野 E

おの

A AE古志郎 E

こしろう

 
一般財団法人日本

自動車研究所 安

全研究部 技監 

１９８９年から２６年にわたり、安全部会委員、

衝撃保護分科会・前突分科会の委員等として、ま

た、ＩＳＯ／ＴＣ２２／ＳＣ１０（衝突試験方法）、

ＳＣ１２（乗員保護装置）及びＷＧ７（事故調査

分析手法）の日本代表・エキスパートとして活躍。

特に、ＩＳＯ６５４６（乗員高速性能評価のため

の事故データ収集法）、ＩＳＯ１２３５３規格群

（イベントレコーダーを活用した事故解析と安全

性評価法など）において、日本として８０件以上

の意見取りまとめを行い、世界及び日本の自動車

安全向上の基礎となる自動車交通事故データ収

集、解析の標準化に大きく貢献。 

 

５ 
AE金子 E

かねこ

A AE格 E

いたる

 
学校法人東京工芸

大学 工学部コン

ピュータ応用学科 

准教授 

２０年にわたりＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ ＳＣ

２９（音声、画像、マルチメディア、ハイパーメ

ディア情報符号化）及びＳＣ２９／ＷＧ１１（動

画像符号化）に専門家として参画し、その間、ア

ドホックグループ議長にも歴任。また、国内委員

会の主査、ＪＩＳ化委員等も務め、シンセサイザ

ー技術・音声合成技術・携帯グラフィックス技術・

インターネット配信技術など、多様な背景の国内

企業・研究機関からの広範な提案の調整、取りま

とめを行い、標準化に貢献。 

 

６ 
AE近藤 E

こんどう

A AE孝彦 E

たかひこ

 
一般財団法人日本

品質保証機構 北

関西試験センター 

副参事 

ＩＥＣ／ＴＣ１０８（オーディオ・ビデオ、情報

技術、通信技術分野における電子機器の安全性）

の国内委員会幹事を務めるとともに、エキスパー

トとして国際会議に出席し、長年、ＡＶ・ＩＴ機

器の安全規格の審議・制定に国内外と幅広く貢献。

特に、ＩＥＣ６２３６８－１やＩＥＣ６０９５０

シリーズ規格の審議において、各国エキスパート

との意見調整を図りながら、日本提案をその規格

に反映することに尽力。 

 



－12－ 

 
NO 氏   名 所   属 主 な 功 績 

７ 
AE桜井 E

さくらい

A AE博 E

ひろむ

 
国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 計量標準総合

センター物質計測

標準研究部門粒子

計測研究グループ 

研究グループ長 

気中ナノ粒子計測技術の専門家として、自身の研

究成果を活かし当該分野の国際標準化をリード。

ＩＳＯ／ＴＣ２４（粒子特性評価及びふるい）／

ＳＣ４（粒子特性評価）／ＷＧ１２（エアロゾル

粒子の電気移動度分析及び個数濃度計測）におい

て、エキスパート、共同コンビナ、プロジェクト

リーダーとして規格作成を主導。ＩＳＯ／ＴＣ２

２９（ナノテクノロジー）やＩＳＯ／ＴＣ１４６

（大気の質）／ＳＣ２（作業環境）における複数

のＷＧにおいてもエキスパートを務め、急速に利

用分野が広まりつつある当該計測技術の発展と普

及に大きく貢献。 

 

８ 
AE柴田 E

しばた

A AE潤 E

じゅん

 
一般財団法人日本

デジタル道路地図

協会 研究開発部 

特別研究員 

ＩＳＯ／ＴＣ２０４（高度道路交通システム）／

ＷＧ３（ＩＴＳデータベース技術）のエキスパー

ト、コンビナ及び国内対応分科会長を長きにわた

り務め、地理データファイル、位置参照方式、車

載地図データベース等の国際標準策定に尽力。地

理データファイルではＵＭＬモデル記述技法の導

入や自動運転システム等の新規要求を反映するた

めの国際標準化を推進。位置参照方式では日本Ｖ

ＩＣＳセンタ仕様の包含や日本独自開発方式の採

用を実現。ローカルダイナミックマップ等の新規

要求を反映するため協調ＩＴＳに対応する車載地

図データベース仕様拡張の国際標準化を推進。 

 

９ 
AE進木 E

しんき

A AE博之 E

ひろゆき

 
株式会社ファルテ

ック グローバル

開発部実験課 課

長 

ＩＳＯ／ＴＣ２２（自動車）／ＳＣ１７（運転視

界）、ＳＣ１７/ＷＧ２（ＣＭＳ：カメラモニタシ

ステム）のエキスパート及び国内分科会幹事を長

きにわたり務め、国内外での運転視界及びＣＭＳ

標準の策定に尽力。国内ＯＥＭ及びＣＭＳ関連会

社と連携し、標準策定審議では我が国が強みをも

つカメラ技術の規格案を提案して国際的にリー

ド。このＣＭＳ標準は高い信頼性確保に寄与し、

国際連合欧州経済委員会規則にも引用されて、国

内外の自動車産業の基盤技術向上に多大なる貢

献。 

 



－13－ 

 
NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

１０ 
AE竹内 E

たけうち

A AE康晃 E

やすあき

 
中央発条工業株式

会社 代表取締役

社長 

ＩＳＯ／ＴＣ２２７（ばね）のＩＳＯ２６９１０

－１（ばねのショットピーニング パート１）発

行にプロジェクトリーダーとして尽力。本規格は

我が国がＪＩＳを基に提案した。我が国を始めア

ジア圏で多く流通しているショット球（ショット

材料）が欧州圏では馴染みがないものであったた

め当初は全く受け入れられず、粘り強く交渉を重

ね使用可能となり規格化された。我が国の産業国

際競争力確保及びＴＣ２２７創設後初めての国際

規格発行に多大なる貢献。さらに、国内委員会委

員として１０年以上ばねの国際標準化活動に貢

献。 

 

１１ 
AE反保 E

たんぼ

A AE昌博 E

まさひろ

 
株式会社村田製作

所 市場渉外部市

場渉外課 エキス

パート 

ＪＥＩＴＡ内全ての電子部品の標準化関連１２委

員会を統括する標準化専門委員会の主査及びＩＥ

Ｃ／ＴＣ４０（電子機器用コンデンサ及び抵抗器）

国内委員長として標準化活動に尽力。また、半導

体を含む電子部品全体の包装容器を扱うＩＥＣ／

ＴＣ４０／ＷＧ３６（包装）の国際コンビナとし

て日本の得意とする超小形部品を取り入れたＩＥ

Ｃ６０２８６－３の改正に尽力。さらに、日本が

幹事国のＩＥＣ／ＴＣ９１（電子実装技術）のエ

キスパート兼バックアップ委員会の副委員長とし

てＩＥＣ６１７６０－４などの日本の意見を反映

した規格作成に貢献。 

 

１２ 
AE平塚 E

ひらつか

A AE信之 E

のぶゆき

 
国立大学法人埼玉

大学 名誉教授 

ＩＥＣ／ＴＣ５１（磁性部品及びフェライト材料）

での日本提案を積極的に推進し、その多くを規格

化。ＴＣ５１国内委員会委員長及びＷＧ１（フェ

ライト及び圧粉磁心）主査を１８年余り務め、日

本の国際幹事国としての適時な助言を含めた、委

員会リーダーとして多大な功績。また、日本の先

行技術であるノイズ抑制シートのワーキンググル

ープＷＧ１０（ＥＭＣ対策磁性材料、部品）を設

立し、国際標準化を積極的に推進。また、２０１

４のＴＣ５１東京会議において、日本から１１件

の新提案の提出を行うなど、その成功に大きく貢

献。 

 



－14－ 

 
NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

１３ 
AE伏見 E

ふしみ

A AE諭 E

さとし

 
一般社団法人情報

サービス産業協会 

技術強化委員会標

準化部会 部会長 

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ７（ソフトウェア

及びシステム技術）のＷＧ２４（小規模組織のソ

フトウェアライフサイクル）において、日本の主

査としてプロセス改善をガイドする規格の制定を

提案。さらに、各産業分野で小規模企業がソフト

ウェア信頼性に資するプロセス基準を設定しやす

いようにする規格の制定をエディタとして推進す

るなど、国際標準化に貢献。また、ＩＳＯ／ＩＥ

Ｃ ＪＴＣ１／ＳＣ２７（セキュリティ技術）向け

特別リエゾングループを長年統括し、ソフトウェ

ア技術とセキュリティ技術の連携を国際的に強

化・推進。 

 

１４ 
AE松岡 E

まつおか

A AE光一 E

こういち

 
公益財団法人共用

品推進機構 業務

部国際業務課 リ

ーダ 

高齢者・障害者の配慮に関する規格(アクセシブルデ

ザイン規格《ＡＤ》)の根幹となるＩＳＯ／ＩＥＣガ

イド７１（規格におけるアクセシビリティ配慮のため

のガイド）の改訂に関し、各国の代表者から積極的に

意見を収集し丁寧に説得を重ね、最終的にすべての関

係者が納得いくような形にまとめた。多数のＡＤ規格

の国際幹事及びＷＧコンビナ兼プロジェクトリーダ

ーとして、各国と連携し標準化推進をリードするなど

収束が難しい状況であっても、終始冷静に対応し、決

着させるなど功績は多大。 

 

１５ 
AE松永 E

まつなが

A AE和彦 E

かずひこ

 
いすゞ自動車株式

会社 電装制御開

発部 シニア・ス

ペシャリスト 

ＪＯＩＮＴ ＩＳＯ／ＴＣ２２（自動車）－ＴＣ

１４６（大気の質）／ＳＣ６（室内空気）／ＷＧ

１３（車室内揮発性有機化合物）のエキスパート

及び対応国内分科会長を長きにわたり務め、他国

が開発をリードしていた車室内空気質測定法にお

いて、世界に先行していた日本の技術を規格内容

に盛り込むべく尽力。結果、主張は規格へ反映さ

れた。長年の標準化活動によって、日本国内の車

室内空気質に関する規格を整備することはもとよ

り、国際的には日本のプレゼンスを向上すること

に大きく貢献。 

 



－15－ 

 
NO 氏  名 所  属 主 な 功 績 

１６ 
AE諸野 E

もろの

A AE普 E

ひろし

 
寺崎電気産業株式

会社 システム事

業マーケティング

部 シニアアドバ

イザー 

１９９９年にＩＳＯ／ＴＣ８／ＳＣ１０（コンピ

ューターアプリケーション）のエキスパートに就

任して以降、２０００年からは我が国が議長及び

幹事国を務めるＩＳＯ／ＴＣ８／ＳＣ６（航海及

び操船）の国内対応委員会委員に就任し、多数の

我が国提案国際規格の作成に関与。２０１０年か

らはＩＳＯ／ＴＣ８／ＳＣ６／ＷＧ１６（船内機

器用情報系ネットワーク装備指針）のコンビナに

も就任し、その功績は国内だけでなく国際的にも

顕著である。 

 

１７ 
AE山下 E

やました

A AE信義 E

のぶよし

 
国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 エネルギー・

環境領域環境管理

研究部門海洋環境

動態評価研究グル

ープ 上級主任研

究員 

ＩＳＯ／ＴＣ１４７（水質）／ＳＣ２（物理的・

化学的・生物的方法）／ＷＧ５６（ＰＦＯＳ及び

ＰＦＯＡ）において、「水中のペルフルオロオクタ

ンスルホン酸及びペルフルオロオクタン酸試験方

法」を日本から提案、コンビナとして規格化を主

導し、国際的な規制の議論を踏まえて国際規格を

制定。また、ノニルフェノールや揮発性環状メチ

ルシロキサンなど、水質の環境管理を行う上で重

要となる化学物質の分析技術に関する国際標準化

活動において、コンビナ補佐やエキスパートを務

めるなど幅広く貢献。 

 

［五十音順、敬称略］ 



－16－ 

平成２７年度国際標準化奨励者表彰（産業技術環境局長表彰）受賞者 

NO 氏   名 所   属 主 な 功 績 

１ 
AE雨宮 E

あめみや

A AE邦招 E

くにあき

 
国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 計量標準総合

センター物理計測

標準研究部門レー

ザ放射標準研究グ

ループ 主任研究

員 

光測定に関する国家計量標準を研究開発してきた専

門性を生かし、ＩＥＣ／ＴＣ８６（ファイバオプテ

ィクス）／ＷＧ４（光測定器校正）のエキスパー

トを務め、ＩＥＣ規格への日本提案の反映に尽力。

特にＩＥＣ６２５２２：２０１４ Calibration of 

tuneable laser sources（波長可変レーザ光源校

正方法）ではプロジェクトリーダーを務め、ＮＷ

ＩＰ（新業務項目提案）採用から国際規格化への

進展を図るとともに、国内委員会にも参画して翻

訳ＪＩＳ化等の整備にも貢献。今後の更なる活躍

が期待される。 

 

２ 
AE尾暮 E

おぐれ

A AE拓也 E

たくや

 
国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 ロボットイノ

ベーション研究セ

ンター 主任研究

員 

ＩＳＯ／ＴＣ１８４（オートメーション及びイン

テグレーション）／ＳＣ２（ロボット及びロボテ

ィックデバイス）のＷＧ７（サービスロボットの

安全性）におけるＩＳＯ１３４８２（サービスロ

ボットの安全要求事項）の制定において、機械安

全及び機能安全の専門家として貢献。また、日本

提案に基づき現在ＷＧ７で審議中の生活支援ロボ

ットの安全関連試験方法では、プロジェクトエデ

ィタとして貢献。今後の更なる活躍が期待される。 

 

３ 
AE黒川 E

くろかわ

A AE晋平 E

しんぺい

 
横河電機株式会社 

マーケティング本

部知財標準化戦略

センター標準化戦

略室 

ＩＥＣ／ＴＣ６５（工業用プロセス計測制御）／

ＷＧ１６（ディジタルファクトリ）においてエキ

スパートとしてＩＥＣ／ＴＲ６２７９４（ディジ

タルファクトリ）の発行に貢献。さらに、当該Ｔ

Ｒの国際規格化に向けた活動にも参画し、その国

際会議の日本招致及び開催ホスト役として尽力

し、日本意見の反映に貢献。また、ＴＣ６５／Ｊ

ＷＧ１４（エネルギー効率）においてエキスパー

トとしてＩＳＯ／ＩＥＣ２０１４０－５（環境影

響評価のためのデータ）の一部を担当しその開発

に尽力。今後の更なる活躍が期待される。 

 



－17－ 

 
NO 氏   名 所   属 主 な 功 績 

４ 
AE鍋嶌 E

なべしま

A AE厚太 E

こうた

 
ＣＹＢＥＲＤＹＮ

Ｅ株式会社 研究

開発部門 研究員 

ＩＳＯ／ＴＣ１８４（オートメーション及びイン

テグレーション）／ＳＣ２（ロボット及びロボテ

ィックデバイス）のＷＧ７（サービスロボットの

安全性）におけるＩＳＯ１３４８２（サービスロ

ボットの安全要求事項）の制定及び、ＪＷＧ９（ロ

ボット技術を利用した医療機器の安全性）におけ

るＩＥＣ／ＴＲ６０６０１－４－１（医療用電気

機器及びシステムの自律性のガイド及び解釈）の

制定において、装着型サービスロボットメーカの

立場から積極的な提案等を行って貢献。今後の更

なる活躍が期待される。 

 

５ 
AE松井 E

まつい

A AE隆 E

たかし

 
日本電信電話株式

会社 アクセスサ

ービスシステム研

究所 主任研究員 

ＩＥＣ／ＴＣ８６（ファイバオプティクス）国内

委員会幹事補佐及びＩＥＣ／ＳＣ８６Ａ（光ファ

イバ・光ファイバケーブル）エキスパートとして

国内委員会の主催・運営と国際会合への継続的な

参加とともに、ＩＥＣ東京大会２０１４における

招致等を始めとする国内外の調整・対応や多数の

文書処理を遅滞なく実施する等、ＴＣ８６国内委

員会の要として活躍。また、光ファイバ・ケーブ

ルの試験法・製品規格について日本規格・製品に

基づく新規提案を行い、プロジェクトリーダーを

務めるなど、今後の活躍が期待される。 

 

６ 
AE松本 E

まつもと

A AE怜大 E

れいた

 
一般財団法人日本

船舶技術研究協会 

基準・規格グルー

プ規格ユニット規

格チーム 

２００８年よりＩＳＯ／ＴＣ８（船舶及び海洋技

術）を始めとした船舶に関するＩＳＯ国際委員会

の国内対応委員会事務局として、国内関係者の意

見を集約し、毎年約７０件の日本回答を行ってい

る。また、これまで１９回のＩＳＯ国際会議に参

加し、日本代表団長を務めた経験もある。２０１

５年からはその功績が国際的に高く評価され、Ｉ

ＳＯ／ＴＣ８／ＳＣ１（救命及び防火）／ＷＧ３

（防火）のコンビナに就任しており、今後、一層

の活躍が期待される。 

 

［五十音順、敬称略］ 



－18－ 

平成２７年度工業標準化功労者表彰（産業技術環境局長表彰）受賞者 

NO 氏   名 所   属 主 な 功 績 

１ 
AE外山 E

とやま

A AE良成 E

りょうせい

 
一般財団法人製造科

学技術センター 国

際標準部 部長 

ＩＳＯ／ＴＣ１８４（オートメーションシステ

ムとインテグレーション）及びＩＳＯ／ＴＣ１

８４／ＳＣ５（アーキテクチャ、通信とフレー

ムワーク）傘下の各ＷＧ国内対策委員会の事務

局として、我が国提案の国際規格ＩＳＯ１６１

００シリーズを始めとする産業オートメーショ

ンシステムの国際標準化活動に参画。生産シス

テム、特に自動化工場内の制御、管理に関わる

標準化に尽力し、我が国製造業の生産性向上に

貢献。また、米国と共同でＩＳＯ１８４３５シ

リーズを開発し、生産工場の運転管理とメンテ

ナンスの効率向上に寄与。 

 

２ 
AE西岡 E

にしおか

A AE成憲 E

しげのり

 
水野ストレーナー工

業株式会社 顧問 

約１７年間にわたり、舶用バルブ及びこし器に

係る約２３件の船舶部門ＪＩＳ規格の策定に貢

献、取引の単純化のほか、製品の互換性、安全・

安心の確保及び調達等に大きく寄与。また、近

年は、船舶及び海洋技術に関する国際・国内標

準への基本対応方針の討議を行う国内上部委員

会の委員として、環境及び次世代二次電池に関

するＪＩＳ規格の開発など、幅広い分野におけ

る標準化活動に貢献。 

 

［五十音順、敬称略］ 



 

 
 


